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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 15,832 △6.7 2,365 3.9 2,082 29.8

2021年3月期第3四半期 16,976 2.2 2,276 △14.6 1,603 15.0

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　2,911百万円 （△53.3％） 2021年3月期第3四半期　　6,242百万円 （211.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 220.81 218.12

2021年3月期第3四半期 168.98 167.04

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第３

　　　四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 1,793,780 82,120 4.5

2021年3月期 1,709,198 79,679 4.6

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 81,484百万円 2021年3月期 79,004百万円

（注）１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期

　　　　　第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

　　　２．「自己資本比率」は（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

2022年3月期 ― 25.00 ―

2022年3月期（予想） 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,470 △11.9 2,810 9.0 1,870 19.0 198.37

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 9,671,400 株 2021年3月期 9,671,400 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 226,268 株 2021年3月期 265,105 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 9,432,707 株 2021年3月期3Q 9,490,484 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当行として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事
項は、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

四半期決算補足説明資料は四半期決算短信に添付しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当行グループの当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、資金運用収益や役務取

引等収益が増加したものの、その他業務収益やその他経常収益が減少したことなどにより、前年同四半期比11億44

百万円減少の158億32百万円となりました。経常費用は、営業経費やその他経常費用が減少したことなどにより、

前年同四半期比12億33百万円減少の134億円67百万円となりました。

　以上の結果、経常利益は、前年同四半期比89百万円増加の23億65百万円となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比４億79百万円増加の20億82百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産は１兆7,937億80百万円（前年度末

比845億82百万円増加）、純資産は821億20百万円（前年度末比24億41百万円増加）となりました。主要勘定につき

ましては、貸出金は１兆743億93百万円（前年度末比69億41百万円減少）、有価証券は4,066億47百万円（前年度末

比459億83百万円増加）、預金等（預金＋譲渡性預金）は１兆4,871億62百万円（前年度末比592億７百万円増加）

となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第３四半期の連結経営成績は、2021年11月12日の「2022年３月期　第２四半期（中間期）決算短信」で公表い

たしました通期の連結業績予想を上回っておりますが、今後の経済・金融情勢等により与信関係費用等が変動する

可能性があることから、連結業績予想は変更しておりません。

　新型コロナウイルス感染症に伴う経済活動停滞による影響は、国内外における感染状況等を踏まえ、2022年１月

以降も継続するものと想定しておりますが、当該想定は前連結会計年度末から重要な変更を行っておりません。

　本業績予想は、現時点において入手可能な情報や合理的であると判断する一定の前提に基づき算出しております

が、今後、状況の進展や事業の進捗を踏まえ、業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示いたしま

す。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

現金預け金 231,901 273,893

金銭の信託 7,920 7,924

有価証券 360,664 406,647

貸出金 1,081,334 1,074,393

外国為替 2,174 1,862

その他資産 8,324 11,654

有形固定資産 16,550 16,255

無形固定資産 479 431

退職給付に係る資産 2,371 2,776

繰延税金資産 57 58

支払承諾見返 2,101 2,828

貸倒引当金 △4,680 △4,946

資産の部合計 1,709,198 1,793,780

負債の部

預金 1,425,160 1,459,344

譲渡性預金 2,793 27,817

コールマネー及び売渡手形 941 －

債券貸借取引受入担保金 65,675 70,764

借用金 116,400 138,000

外国為替 0 5

その他負債 13,214 9,430

賞与引当金 640 316

役員賞与引当金 － 15

退職給付に係る負債 76 19

睡眠預金払戻損失引当金 415 389

偶発損失引当金 90 159

繰延税金負債 343 913

再評価に係る繰延税金負債 1,664 1,655

支払承諾 2,101 2,828

負債の部合計 1,629,518 1,711,660

純資産の部

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 8,208 8,208

利益剰余金 53,414 55,018

自己株式 △553 △472

株主資本合計 71,069 72,754

その他有価証券評価差額金 5,123 5,741

土地再評価差額金 2,733 2,720

退職給付に係る調整累計額 78 267

その他の包括利益累計額合計 7,935 8,729

新株予約権 228 185

非支配株主持分 446 450

純資産の部合計 79,679 82,120

負債及び純資産の部合計 1,709,198 1,793,780

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

経常収益 16,976 15,832

資金運用収益 11,191 11,453

（うち貸出金利息） 8,357 8,453

（うち有価証券利息配当金） 2,778 2,818

役務取引等収益 1,912 2,315

その他業務収益 1,423 780

その他経常収益 2,448 1,283

経常費用 14,700 13,467

資金調達費用 251 193

（うち預金利息） 241 184

役務取引等費用 1,400 1,433

その他業務費用 1,230 1,154

営業経費 9,710 9,229

その他経常費用 2,107 1,456

経常利益 2,276 2,365

特別利益 － 460

固定資産処分益 － 0

退職給付制度改定益 － 460

特別損失 64 29

固定資産処分損 64 21

減損損失 － 7

税金等調整前四半期純利益 2,211 2,797

法人税、住民税及び事業税 242 483

法人税等調整額 346 209

法人税等合計 588 692

四半期純利益 1,622 2,104

非支配株主に帰属する四半期純利益 18 21

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,603 2,082

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 1,622 2,104

その他の包括利益 4,620 806

その他有価証券評価差額金 4,586 617

退職給付に係る調整額 33 188

四半期包括利益 6,242 2,911

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,223 2,889

非支配株主に係る四半期包括利益 18 21

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、連結子会

社のカード年会費収益について、従来は一時点で収益を認識しておりましたが、一定期間にわたり履行義務が充足

される取引として収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　これによる四半期連結財務諸表に与える影響額については軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

　　該当事項はありません。

（追加情報）

　当行は、2021年10月１日に確定給付企業年金制度の一部について確定拠出年金制度へ移行したことにより、「退

職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号　2016年12月16日）及び「退職給付制度

間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号　2007年２月７日）を適用し、確定拠出年

金制度への移行部分について退職給付制度の一部終了の処理を行いました。

　本移行に伴う影響額は、当第３四半期連結累計期間の特別利益として460百万円を計上しております。
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●コア業務純益は、資金利益や役務取引等利益が増加し、経費が減少したことなどにより、前年同四半期比９億86百万

円増加の28億88百万円となりました。また、投資信託解約損益を除くコア業務純益は、前年同四半期比11億89百万円

増加の25億７百万円となりました。

●実質業務純益は、前年同四半期比４億41百万円増加の24億16百万円となりました。

●経常利益は、実質与信関係費用が増加し、株式等関係損益が減少したものの、実質業務純益の増加などにより、前年

同四半期比94百万円増加の23億22百万円となりました。

●四半期純利益は、特別利益の計上などにより、前年同四半期比４億88百万円増加の20億76百万円となりました。

（単位：百万円）

2022年３月期
第３四半期

2021年３月期
第３四半期

（参考）
2022年３月期

通期予想2021年３月期
第３四半期比

業務粗利益

（コア業務粗利益）

11,610

（12,082）

115

（661）

11,495

（11,421）

資金利益 11,247 322 10,925

役務取引等利益 814 361 453

その他業務利益

（うち国債等債券関係損益）

△450

（△471）

△565

（△544）

115

（73）

経費（除く臨時処理分） 9,194 △325 9,519

人件費 5,071 △174 5,245

物件費 3,579 △111 3,690

税金 543 △41 584

実質業務純益 2,416 441 1,975

（コア業務純益） （2,888） （986） （1,902）

（コア業務純益(除く投資信託解約損益）） （2,507） （1,189） （1,318）

①一般貸倒引当金繰入額 △68 △68 －

業務純益 2,485 510 1,975

臨時損益 △163 △416 253

②うち不良債権処理額 660 144 516

③うち貸倒引当金戻入益 － △84 84

④うち偶発損失引当金戻入益 － － －

⑤うち償却債権取立益 219 △41 260

うち株式等関係損益 72 △570 642

経常利益 2,322 94 2,228 2,740

特別損益 431 495 △64

税引前四半期純利益 2,754 591 2,163

法人税、住民税及び事業税 479 253 226

法人税等調整額 198 △150 348

法人税等合計 677 102 575

四半期純利益（当期純利益） 2,076 488 1,588 1,850

実質与信関係費用(①+②-③-④-⑤) 371 200 171

３．補足情報

2022年３月期　第３四半期決算説明資料

（１）損益状況（単体）

（参考）

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２．増減欄の計数は、表上の数値による計算結果を表示しております。

３．2022年３月期の通期予想は、2021年11月12日に公表した数値であり変更はありません。

４．コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券関係損益

５．コア業務純益＝業務純益－国債等債券関係損益＋一般貸倒引当金繰入額
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●金融再生法ベースの不良債権額は、単体・連結ともに前年同四半期末比51億円増加し、単体が231億円、連結が232億

円となりました。

●不良債権比率は、単体・連結ともに前年同四半期末比0.47ポイント上昇し、単体が2.12％、連結が2.13％となりまし

た。

【単体】 （単位：億円） （参考）（単位：億円）

2021年12月末 2020年12月末 2021年９月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 34 34 29

危険債権 195 144 173

要管理債権 1 1 2

　　小　計　　　（Ａ） 231 180 205

正常債権 10,676 10,746 10,659

　　合　計　　　（Ｂ） 10,907 10,927 10,865

不良債権比率（Ａ）／（Ｂ） 2.12％ 1.65％ 1.89％

【連結】 （単位：億円） （参考）（単位：億円）

2021年12月末 2020年12月末 2021年９月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 35 35 30

危険債権 195 144 173

要管理債権 1 1 2

　　小　計　　　（Ａ） 232 181 206

正常債権 10,688 10,757 10,670

　　合　計　　　（Ｂ） 10,920 10,939 10,877

不良債権比率（Ａ）／（Ｂ） 2.13％ 1.66％ 1.90％

（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示
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●2021年12月末の自己資本比率（国内基準）［速報値］は、単体が8.81％、連結が8.85％となりました。いずれも規制

値（４％）を大きく上回り、十分な水準を維持しております。

【単体】 （単位：億円） （参考）(単位：億円)

2021年12月末
［速報値］

2020年12月末 2021年９月末
2020年12月末比

(1）自己資本比率　(2)／(3) 8.81％ △0.12％ 8.93％ 9.03％

(2）自己資本　①－② 728 12 716 724

コア資本に係る基礎項目　① 748 13 735 741

コア資本に係る調整項目　② 19 0 19 16

(3）リスク・アセット 8,265 246 8,019 8,025

(4）総所要自己資本額　(3)×４％ 330 10 320 321

【連結】 （単位：億円） （参考）(単位：億円)

2021年12月末
［速報値］

2020年12月末 2021年９月末
2020年12月末比

(1）自己資本比率　(2)／(3) 8.85％ △0.09％ 8.94％ 9.06％

(2）自己資本　①－② 733 14 719 729

コア資本に係る基礎項目　① 756 23 733 751

コア資本に係る調整項目　② 22 8 14 21

(3）リスク・アセット 8,288 244 8,044 8,047

(4）総所要自己資本額　(3)×４％ 331 10 321 321

（３）自己資本比率（国内基準）
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●有価証券全体の評価損益は、単体・連結ともに79億円の評価益となりました。

【単体】 （単位：億円） （参考）　　　（単位：億円）

2021年12月末 2020年12月末 2021年９月末

評価損益 評価損益 評価損益

評価益 評価損 評価益 評価損 評価益 評価損

満期保有目的の債券 △1 0 1 △2 0 2 △1 0 1

その他有価証券 81 97 16 70 103 32 78 98 20

株式 43 44 1 43 45 1 46 47 1

債券 11 13 1 14 16 1 11 13 2

その他 25 39 13 11 40 29 20 37 16

合計 79 97 18 67 103 35 76 98 22

株式 43 44 1 43 45 1 46 47 1

債券 10 13 3 12 16 4 9 13 3

その他 25 39 13 11 40 29 20 37 16

【連結】 （単位：億円） （参考）　　　（単位：億円）

2021年12月末 2020年12月末 2021年９月末

評価損益 評価損益 評価損益

評価益 評価損 評価益 評価損 評価益 評価損

満期保有目的の債券 △1 0 1 △2 0 2 △1 0 1

その他有価証券 81 97 16 70 103 32 78 98 20

株式 43 44 1 43 45 1 46 47 1

債券 11 13 1 14 16 1 11 13 2

その他 25 39 13 11 40 29 20 37 16

合計 79 97 18 67 103 35 76 98 22

株式 43 44 1 43 45 1 46 47 1

債券 10 13 3 12 16 4 9 13 3

その他 25 39 13 11 40 29 20 37 16

（４）有価証券の評価損益

（注）「評価損益」は、「満期保有目的の債券」については（四半期）貸借対照表計上額と時価の差額を計上し、「そ

の他有価証券」については時価評価しておりますので（四半期）貸借対照表計上額と取得価額（又は償却原価）

との差額を計上しております。

（注）「評価損益」は、「満期保有目的の債券」については（四半期）連結貸借対照表計上額と時価の差額を計上し、

「その他有価証券」については時価評価しておりますので（四半期）連結貸借対照表計上額と取得価額（又は償

却原価）との差額を計上しております。
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●預金等（預金＋譲渡性預金）の残高は、新潟県内を中心に前年同四半期末比161億円増加し、１兆4,871億円となりま

した。

●貸出金の残高は、消費者ローンが増加したものの、事業者向け貸出の減少などにより、前年同四半期末比30億円減少

し、１兆748億円となりました。

（単位：億円） （参考）（単位：億円）

2021年12月末 2020年12月末 2021年９月末

預金等（末残） 14,871 14,710 14,729

うち新潟県内 13,275 13,115 13,152

うち個人 10,225 10,065 10,097

貸出金（末残） 10,748 10,778 10,706

うち新潟県内 7,407 7,365 7,401

うち消費者ローン 3,403 3,239 3,358

●預り資産の残高は、投資信託や保険が増加したことにより、全体では前年同四半期末比101億円増加し、1,481億円と

なりました。

（単位：億円） （参考）（単位：億円）

2021年12月末 2020年12月末 2021年９月末

預り資産 1,481 1,380 1,448

投資信託 520 415 479

公共債 110 125 118

保険 850 840 851

（５）預金等、貸出金の残高（単体）

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金

（６）預り資産（末残）の状況（単体）

以　　上
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